
  
Japan EV Festival 2016 インフォメーション 

~Regular Contents~ 

●コンバート EV1 時間ディスタンスチャレンジ（15 台） 

1時間耐久チャレンジ。地球温暖化クイズの結果を反映す

るなど EV によるユニークな新しいモータースポーツです。 

●ＥＲＫ30 分ディスタンスチャレンジ（22 台） 

電気レーシングカート(ERK)による 30 分耐久。壮観なスタ

ート、スピード感溢れる走行が見ものです。 

●何でも EV 展示&デモンストレーション(2 台) 

日本 EV クラブから「電気三輪車 E3-01」を提案。 

● 環境 EXPO 出展／New! EV・プラグインハイブリッド

車・FCV サーキット試乗会 

環境 EXPO は、EV の最新情報と環境がテーマ。出展メー

カーによるプレゼンテーションも。試乗会はジャーナリスト

が隣に乗って、サーキットの走り方や最新の EV・プラグイ

ンハイブリッド車・FCVの正しい乗り方をレクチャーします。 

<展示車両>出展メーカーおよび車両（予定・順不同） 

トヨタ（MIRAI）、ホンダ（クラリティ）、三菱（アウトランダー

PHEV）、日産（リーフ、e-NV200）、メルセデス・ベンツ

（GLC350e 4MATIC）、アウディ（A3 Sportback e-tron）、

BMW（i3、225xe アクティブツアラー、330e、X5 xDrive40e）、

フォルクスワーゲン（ゴルフ GTE、パサート GTE）、ニチコ

ン（EV パワーステーション、急速充電器） 

    <試乗会参加ジャーナリスト（順不同）> 

    津々見友彦、片岡英明、斎藤慎輔、石井昌道、斎藤 聡、 

    竹岡 圭、諸星陽一、ピーター・ライオン、吉田由美、 

   小沢コージ 

●ベンチャーテント 

日本 EV クラブ会員のベンチャー企業による展示。 

   OZ MOTORS（ベスパカー、ジャイロキャノピー） 

(株)日本エレクトライク（Electrike） 

ライト・モビリティ設計（琴、琵琶） 

 

 

 

 

 

 

●CO2排出量診断 

  誰でも参加できるエコ交通診断です。自宅から筑波サーキ 

  ットに来る交通（クルマ、電車、徒歩等）で排出した CO2 を 

  診断します。 

~New Contents~ 

●メーカー製 EV オーナーズ・タイムアタック(10 台) 

あらかじめ決められた基準タイムより速いと失格、もっとも

基準タイムに迫ったドライバーが優勝。 

●自動運転競技車タイムアタック(2 台・予定) 

   自動車の自動運転化の動きに先駆けた、日本初の自動運 

   転競技車によるサーキットタイムアタック。車両規則は「人 

   が乗れる大きさであること」。今年はラジオコントロールに 

  よる操縦も許されます。 

 

～Special Contents～ 

●地元物産コーナー 

<八千代町ふるさと公社> 

昨年、大好評だった物産コーナーが再び開設されます。地

元下妻市の採れたて野菜のほか、地元の名物グルメや和

菓子なども並びます。 
 

 

 

 

 

 

 

八千代町ゆるキャラ「八菜丸(はなまる)」くんも登場(予定)! 
お楽しみに！ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

第 22 回日本 EV フェスティバル 2016 年 11 月 3 日(木・祝) 筑波サーキット・コース 1000 

主催：一般社団法人 日本 EV クラブ・共催：一般財団法人 日本オートスポーツセンター 

後援：環境省、国土交通省、経済産業省、一般財団法人 日本自動車研究所、茨城県、茨城県下妻市 

協賛：（50 音順） アウディジャパン(株) 曙ブレーキ工業(株) 住友ゴム工業(株) （株）東京アールアンドデー／（株）ピューズ  

     トヨタ自動車(株) ニチコン(株) 日産自動車(株) （一社）日本自動車連盟 ビー・エム・ダブリュー（株）  

    フォルクスワーゲングループジャパン(株)  本田技研工業(株)  三菱自動車工業(株)  メルセデス・ベンツ日本(株) 

 

日本 EV クラブでは、今年 22 回目を迎える EV の祭典「日本 EV フェスティバル」を開催します。日本 EV フェスティバ

ルは、自分たちで作り上げた改造 EV を持ち寄ってレースをしたり、アイデア満載の手作り EV を展示するなど、参加

者はもちろん家族や観客も交え、みんなで EV を楽しむ参加型の祭典です。 

恒例のコンバートEV1時間ディスタンスチャレンジ、ERK30分ディスタンスチャレンジ、何でもEV展示、環境EXPOに

加え、今年は、EV フェスティバル初となるプログラムを３つ用意しました。１つめは、国内外メーカーの EV・PHEV（プ

ラグインハイブリッド車）・FCVのドライビングレッスン付きサーキット試乗会、2つめは自動車メーカー製 EVオーナー

ズ・タイムアタック、３つめは自動運転競技車によるタイムアタック。エキサイティングな催しがめじろ押しです。 

 


